
 

 

 

 

 

 

教えることは学ぶこと 
校長 手 塚   敏 

朝晩はすっかり冷え込み，通勤時に見る並木の色も鮮やかに 

なりました。教育活動も後期に入り，1年を「スタート→展開 

→活用→まとめ」と考えた場合，秋季は「活用」の時期と捉え 

ています。学習発表会がその最たるものでしょうが，色々な場 

面で身に付けたものを「活用」して欲しいと思っています。 

その学習発表会（本校の場合は「かたつむり祭」と言います）ですが，先日，

三年ぶりの保護者公開という形で開催することができました。コロナ収束が

見通せないことから入れ替え制の開催でしたが，できることをできる範囲で

試行錯誤しながら実施しました。 

今年度のテーマは「努力の成果を発揮！見せよう 協力 笑顔 成長した姿」

でした。制限のある活動でしたので保護者の皆様の思い描く発表までいたら

なかったかもしれませんが，どの学年も特別支援学級も持ち味を発揮した一

つのすばらしい作品になったと思っております。あらためて発表するという

体験に教育価値を見出したところです。この学びは，テストの点数に表れるも

のではないかもしれませんが，お子様の心と頭と身体に資質能力として身に

付くものであり，今後の学びを豊かで確かなものにしてくれるはずです。ご家

庭にも色々とご負担やご不便をおかけしたことと存じますが，「かたつむり祭」

に対する皆様のお声を今後の学習発表会の充実・発展に役立ててまいりたい

と考えますので忌憚のないご意見を賜りますようよろしくお願いいたします。 

話は変わりますが，今月，全国連合小学校長会研究協議会に参加してきまし

た。その分科会の中で兵庫県姫路市の校長が話されたことに感銘を受けまし

た。概略を紹介させていただきます。「教えることは学ぶこと」教師と子どもは

時には立場が逆になることもある。子どもから教わることがどれほど多いこ

とか。決めつけていたり，できないと思い込んでいたり，足踏みしてしまった

り。しかし，子どもはそれぞれの宝物を持っている。時にそれを隠しているの

である。それを掘り起こし，見付け出し，磨いてやることが教師の仕事である。 

学校という場所は，人と人とがつながる場所です。人は人の中で

生かされ，お互いに成長していくものです。子ども同士の学び合い

はもちろんですが，私たち教職員も色々なことを美園っ子から謙虚

に教わり，常に学ぶ姿勢を持ち続けたいものです。 

 

苫小牧市立美園小学校 
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美園小の児童のめあて 

○自分の考えを見つけ、さらに深めあおう 

○自分にはきびしく、人にはやさしくしよう 

○ねばり強くやりとげよう 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の学校だよりでお知らせした１件のいじめ認知

について、対処プランで取組を進め、３か月が経ち、本

人と保護者に確認しいじめが解消となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪１１月 行事予定≫ 

 １日（火）親子読書月間～３０日 

      ５時間日課（校内会議） 

２日（水）学校教育指導訪問（５時間日課） 

     ４の２授業研、フッ化物洗口 

３日（木）文化の日（祝日） 

 ８日（火）６年苫高専出前授業、３年リコーダー演奏会 

９日（水）児童会（５時間日課）、フッ化物洗口 

１１日（金）眼科検診 

１５日（火）職員会議（５時間日課）、落とし物巡回～２５日 

１６日（水）２の２授業研（５時間日課）、 

フッ化物洗口 

２０日（日）家族の日 

２３日（水）勤労感謝の日 

２９日（火）認知症キッズサポーター（５年） 

美術博物館学習（４の１,４の３） 

３０日（水）５の２授業研（５時間日課）、 

フッ化物洗口 

 

※コロナウイルス感染症の状況によっては、予定が変更にな

ることもあります。 

※詳しくは、各学年通信・時間割でご確認ください。 

子供たちの読書活動の充実に向けて 

「親子読書」強調月間 

１１月は「親子読書」強調月間です。「親子読

書」とは、親子そろって読書しようという取組です。親

子一緒に本を読んで感想を話したり、お勧めの本を伝え

たりする中で、親子のコミュニケーションを広げ、子ど

もたちの心の成長を促すねらいがあります。 

そして、本に触れ合うことは、子どもたちの想像力を

かき立てるとともに、心や表現力を育て、好奇心の芽生

えや知識の獲得を促し、学力向上にもつながります。 

この機会に「親子読書」に取り組んでみませんか。 

なお、１年生は「セカンドブック事業」として、

１人１冊、苫小牧市から寄贈される予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１１月も外部講師活用及び訪問授業実施】 

９月に引き続き、１１月も外部講師を活用した授業

や訪問授業が数多く行われます。 

８日（火）６年苫高専出前授業、３年リコーダー演奏

会、２９日（火）５年認知症キッズサポーター、４年美

術博物館学習が行われます。外部講師を招いた授業や

近隣施設へ出かけての学習が目白押しです。 

 

『かたつむり祭』は、日常の学習成果を総合的に発

表する場として行います。今年度は、３年ぶりに直接

保護者にお見せすることができました。『学校の新しい

生活様式』の基づき、体育館の活動は最大３００名で、

一家庭２名までと制限させていただきました。ご理解

ご協力いただきありがとうございました。子供たちは、

この３年間、多くの人の前で発表することがなかった

ので、緊張した中での発表でした。 

児童公開日のときよりも輝いている 

姿を見ることができました。 

 

美園っ子の輝き！ 

○第５７回 夏休み読書感想文コンクール 

【優秀賞】３－１ ○○ ○○「ためいきがおしえてくれた

にじのスタートライン」（全道コンクール出品） 

【入 選】４－１ ●● ●●「『星のタクシー』を読んで」 

           （全道コンクール出品） 

６－２ □□ □□「ピンチをチャンスに変えよう」 

～１１月は先生方の研修月です～ 

先生方は日々、子供たちに「分かりやすい授業」を行

おうと努力しています。１１月は、「先生方がお互いの

授業を見て学ぼう」という研修月になっていて、２日、

１６日・３０日（すべて水）の３日間は、全体で授業を見

て放課後に反省会を行います。 

反省会では、「●●の場面ではこうした方がよかった」

「タブレットの使い方はこの方がよかった」「タブレッ

トのこういう活用方法がある」というように、子供たち

が「分かる授業」という視点で話し合いを進めています。 


